
広報

大洲の観光農園
野菜ゃくだものの産地として

有名な大洲。

これ5の農産物は全国各地に

出荷されています。

高速道路の開通などにより、

観光なし園や観光いも園など

の観光農園でも、大洲ならで

はの昧覚を楽しむ多くの観光

害でにぎわいを見せています。

みなさんもとれたての昧を楽

しんでみてはいかがですか|
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10月号広報おおず 2∞o

か
つ
て
帆
掛
け
舟
が
行
き
交
い
、
二

O
O隻
を
超
え
る
川
舟
が
活
躍
し
た
肱
川
。

こ
の
川
が
運
ぶ
肥
沃
な
土
壌
は
大
洲
盆
地
に
豊
か
な
農
業
地
帯
を
つ
く
り
、

水
運
が
盛
ん
で
あ
っ
た
明
治
期
に
は
、

運
送
の
動
脈
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
、
美
し
い
景
色
と
多
く
の
恵
み
を
も
た
ら
す
肱
川
。

こ
の
川
を
と
お
し
て
、
今
年
も
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

戸

第6回大洲ジ、ユニアトライアスロン大会クラス別結果

真

夏

日

A
W

穆

か

限

界

に

挑

戦

F 

2 

部門 競技種目 成績 氏 名 住所

4年男の子部
第 1位 東 譲 ー 長崎県
第2位 堂 野亜久里 今 j台市
第3位 松 尾 康 平 長崎県

4年女の子部
第 1位 東 菜美子 大洲市
第2位 舌 回明 香里 川之江市
第3位 野 村 夏 希 伊予ー島市

5年男の子部
第 1位 井 上 太 郎 大洲市
第 2位 山口 純 松山市
第3位 津 田 馬 dでS7hごJi口n1i

5年女の子部
第 1位 淵 之上 祐未 広田村
第2位 吉村奈々 松山市
第3位 水 野 里 佐 11 

日年男の子部
第 1位 日野林昂志郎 広田村

学 第2位 音 岡 武 大 大洲市
第3位 門屋友貴 松山市

6年女の子部
第 1位 東夏 j毎 長崎県
第2位 尾 上 麻 梨 大洲市
第3位 野村千尋 伊予ー島市

帽子 恵 大洲市
生 第 1位 冨永晴夏 11 

中 岡 あ ゆ み 11 

山下大樹 川之江市
駅伝の部 第2位 的場一貴 11 

太田耕平 11 

河野 歩 大洲市
第3位 吉 中 美 保 11 

増 岡 初 美 11 

第 1位 丸尾公貞 吉田町
男子の部 第 2位 山口純輝 福岡県

中
第3位 森 崎 匡 一 神奈川県
第 l位 吉田奈央 大阪府

女子の部 第2位 一 原 優 季 五十崎町
第3位 尾 上麻季 大洲市

学 渡 辺 蔵 人 松円リ町
第 1位 玉井裕一朗 11 

神中 彬 11 

生
駅伝の部 一宮拓也 大洲市

第2位 城戸 忍 11 

久保幸平 11 

第3位 出場チームなし

高
第 1位 門屋 良 松山市

男子の部 第2位 細田雄一 徳島県

絞
第3位 好雄介 砥部町
第 1位 出場者なし

生 女子の部 第 2位 11 

第3位 11 

今
年
で
六
回
目
を
迎
え
、
大
洲
を

代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
大
洲

ジ
ュ

ニ
ア
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
シ
大
会
。

県
内
外
か
ら
参
加
し
た
百
十
六
人

の
選
手
た
ち
が
各
部
門
に
分
か
れ
て

ス
タ
ー
ト
。
朝
か
ら
夏
の
日
差
し
が

照
り
つ
け
る
な
か
で
、
自
分
一
人
の

力
で
苛
酷
な
条
件
を
克
服
し
て
い
く

選
手
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
や

応
援
の
人
々
か
ら
の
声
援
を
受
け
、

=
一
人
で
協
力
し
合
っ
て
ゴ
ー
ル
す
る

選
手
た
ち
。
完
走
し
た
鉄
人
一
人
ひ

と
り
の
笑
顔
に
、
爽
や
か
な
汗
が
キ

ラ
+十
ラ
と
輝
い
て
い
ま
し
た
。



10月号広報iJ'jiJ'jず 2000

“74司

l
マ
〉
ス
色
最
高

f

ニ
十
一
千

l
bが
参
加

前
日
の
雨
で
、
少
し
迫
力
を
増
し

た
肱
川
の
流
れ
。
よ
く
見
る
と
頭
に

の
せ
た
小
さ
な
の
ぼ
り
ゃ
風
船
な
ど、

ユ
ー
モ
ラ
ス
な
格
好
の
チ
ー
ム
も
あ

り
、
ス
タ
ー
ト
前
の
緊
張
し
た
雰
囲
気

の
中
に
も
和
や
か
な
空
気
が
流
れ
る
。

や
が
て
、
大
成
橋
よ
流
に
響
く
号

砲
と
と
も
に
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
し
た

選
手
た
ち
の
姿
は
下
流
に
向
か
っ
て

小
さ
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

第11回カヌーツーリンク駅伝大会クラス別結果

Aクラス

チーム名 タイム 順位

清流肱川力ヌー協会 1 :35‘41 
大洲郵便局力ヌークフブ1号 1 :35'59 2 
カヤッタクラブ A 1 :38'38 3 
力ヤッタクフブ B 1 :43'07 4 

大洲郵便局力ヌ一つラブ2号 棄権

三
つ
の
武
村
守
ベ
が
大
活
躍
f

千
五
百
人
分
の
い
も
た
き
が
無
料

で
用
意
さ
れ
た
恒
例
の
初
煮
会
。

大
洲
な
ら
で
は
の
伝
統
の
味
を
楽

し
み
に
集
ま
っ
た
人
た
ち
ゃ
予
約
の

団
体
客
な
ど
合
わ
せ
て
三
千
人
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

チーム 名 タイム l順位

MMPァザイナーズ 1 :36'14 
パイキ ン ズ 2 1 :38'44 2 
Course o u t 1 :38'49 3 
ケーキ屋ベール 1 :40'18 4 

伊 予 水 軍 1・42'22 5 

第 2 喜 楽 丸 1 :51 '32 6 
第 喜 楽 丸 1 :56'37 7 

ピ Ij ナ ズ 1 :56'56 8 

第 3 喜 楽 丸 1 :57'27 9 
オロナミン C 2:00‘30 10 
赤トンボ(大洲局校)2・05'34 11 
谷本建設工業(掬 2:07'31 12 
き れ す 2:48'48 13 

Bクラス

Cクラス

チーム名

肱東中 学校

大沸|南中学 校 A

大沸|南中学校 B

消
費
者
契
約
法
を
ご
存
じ
で
す
か
?

消
費
者
契
約
法
が
成
立
し
ま
し
た
。

五
月
十
二
日
に
公
布
さ
れ
、
施
行

は
来
年
四
月
一
日
で
す
。

こ
の
法
律
の
目
的
は
、
消
費
者
と

事
業
者
と
の
情
報
と
交
渉
力
の
格
差

を
是
正
す
る
こ
と
で
、
消
費
者
と
事

業
者
が
締
結
す
る
す
べ
て
の
契
約
を

適
用
対
象
と
し
て
お
り
、
消
費
者
の

利
益
を
擁
護
し
、
公
正
な
経
済
社
会

を
実
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す。
規
制
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す

が、

五
年
後
に
そ
の
実
施
状
況
を
再

検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
消

費
者
に
有
利
な
運
用
例
を
積
み
重
ね

て
良
い
法
律
に
し
て
い
ぐ
必
要
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た

場
合
に
は
早
め
に
、
お
近
く
の
消
費

生
活
相
談
窓
口
や
生
活
セ
ン
タ
ー
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
は
消
費
者
も

「
自
己
責

任
」
が
問
わ
れ
ま
す
。
契
約
を
す
る

と
き
に
は
、
内
容
を
確
認
の
う
え
よ

く
理
解
し
て
か
ら
決
め
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
、
っ
。

《契
約
の
内
容
》

I
契
約
の
取
り
消
し
が
で
き
る
場
合

ア
消
費
者
が
「
誤
認
」
し
て
契
約

し
た
と
き

①
事
業
者
が
事
実
と
異
な
る
こ

と
を
告
げ
た

②
事
業
者
が
不
確
実
な
こ
と
を

断
定
的
に
述
べ
た

③
事
業
者
が
、
消
費
者
の
利
益

に
な
る
こ
と
だ
け
を
言
っ
て
、

不
利
益
な
事
実
を
故
意
に
消

費
者
に
告
げ
な
か

っ
た

※
①

・
②
は
商
品
の
質
な
ど
の
内
容
、

価
格
な
ど
の
取
引
条
件
等
の
重
要

事
項
に
関
す
る
も
の
の
み
適
用

イ
消
費
者
が
「
困
惑
」
し
て
契
約

し
た
と
き

④
消
費
者
が
帰
っ
て
ほ
し
い
と

言
っ
た
の
に
、

事
業
者
が
帰

ら
な
か
っ
た
(
不
退
去
)

⑤
消
費
者
が
帰
り
た
い
と
言
つ

た
の
に
、
事
業
者
が
帰
し
て

く
れ
な
か
っ
た

(
監
禁
)

※
取
消
権
の
時
効
は
、
契
約
か
ら
五

年
あ
る
い
は
取
消
が
で
き
る
こ
と

を
知
っ
た
と
き
か
ら
六
カ
月

E
無
効
に
な
る
契
約
条
項

・
事
業
者
の
債
務
不
履
行
や
不
法
行

為
に
よ
る
損
害
賠
償
の
全
部
ま
た

は

一
部
を
免
除
す
る
条
項

-
契
約
の
目
的
物
に
隠
れ
た
暇
庇
が

あ
る
場
合
消
費
者
に
生
じ
た
損
害

賠
償
責
任
を
免
除
す
る
条
項

-
解
約
損
料
が
、
平
均
的
な
額
を
超

え
る
場
合

・
消
費
者
が
支
払
期
日
に
遅
れ
た
場

合
の
損
害
賠
償
額
を
予
定
す
る
条

項
で
、
未
払
い
額
に
対
す
る
金
利

が
年
十
四
・
六
%
を
超
え
る
部
分

.
信
義
誠
実
の
原
則
に
反
し
て
消
費

者
の
利
益
を
一
方
的
に
害
す
る
条

項{
問
い
合
わ
せ
先
}

商
工
観
光
課
(
消
費
者
相
談
窓
口
)

宮

@
2
1
1
1
(内
線
2
2
6
)

3 
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老人保健制度老人医療受給者証をお渡しします

。歳に怒っta'る届け出を
保健環境課老人保険係

B24-2111 内線164

70歳になる人に対して通知のハガキを郵送します。
市役所保険環境課又は最寄りの連絡所で老人医療受給者証を受け取るための届け出を

してください。

通
院
お
よ
び
入
院
に
か
か

る
費
用
の
一
部
負
担
額

{
通
院
】

O
受
診

一
回
に
つ
き
五
百
三
十
円

(
月
四
回
、

二
千
百
二
十
円
程
度
)

{
入
院
】

O

一
日
に
つ
き
千
二
百
円

老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
で
市
民
税

の
非
課
税
世
帯
等
の
人
は
五
百
円
で

す
。
期
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

入
院
中
の
一
日
の
食
事
に
か

か
る
費
用
の
一
部
負
担
額

O

一
般

受

給

者

七

百

六

十

円

。
住
民
税
非
課
税
世
帯
等

-
九
十
日
ま
で
の
入
院六

百
五
十
円

・
九
十
日
を
超
え
る
入
院
(
過
去

十
二
カ
月
の
入
院
日
数
)五

百
円

。
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
で
住
民
税

非
課
税
世
帯
等
の
人
三
百
円

※
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
の
人
は
、

暴
準
負
担
額
減
額
認
定
-
証
」

が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
市
役
所
保
険
環

境
課
で
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
入
院
時
の
食
事
代
は
高
額
療
養
費

の
支
給
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
保
険
環
境
課
老
人
保

険
係
ま
で
。

日

平
成
十
一
年
度
の
老
人
医
療
費
は
、
高
齢
化
の
進
行
す
る
中
で
増

加
し
て
お
り
、
老
人
一
人
当
た
り
の
医
療
費
は
八
十
五
万
七
千
百
七

十
三
円
で
前
年
度
よ
り
八
・
三
%
の
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
「
国
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
」
を
合
言
葉
に
、
健

康
で
楽
し
い
老
後
を
送
る
た
め
に
も
、
壮
年
期
か
ら
健
康
づ
く
り
に

取
り
組
み
、
重
複
受
診
や
頻
回
受
診
の
な
い
適
正
な
受
診
を
心
ガ
け

ま
し
ょ
う
。

金額

27億2，055万円

17億5.700万円

1億0，942万円

1億7，230万円

2億9，296万円

9，432万円

5，199万円

目

入院

費[亙
歯科

剤

l入所
施設医療費 ドナ4士

い置所

訪問看護

療養費(コルセット、
柔道整復、アンマ、
マッサージ)など

合計 1121，386

年平均老人医療受給者数

.年間 1人あたり老人医療

県平均 1人あたり老人医療費

平成11年度大洲市の老人医療費の状況

老人一人あたりの医療費
万円 ( 

::+ム;中三時(]~:.:rJ~
世
間
一
川
一間
一四
一閣
一
即

一間

項

療
:;:.1)、
日予

60 

調
50 

40 

30 
1，136万円915 

52億0，990万円

6，078人
85万7，173円
84万引17円

20 

10 

4 

平成11年度平成10年度平成9年度平成8年度平成7年度
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お宅のはかりは正確ですか

商工観光課

宮 24-2111内線222

計
量
器
の
定
期
検
査
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。

は
か
り
の
種
類
と
検
査
手
数
料

棒

は

か

り

二

五

O
円

皿

は

か

り

五

O
O
円
程
度

指
示
は
か
り
・
台
は
か
り

五
O
O
円
j

一，五
O
O
円
程
度

電
気
式
は
か
り

一，

四
O
O
円
程
度

一
般
家
庭
の
台
所
用
は
か
り
な
ど

無

料

※
検
査
手
数
料
は
、
当
日
会
場
で
お

支
払
い
く
だ
さ
い
。

館A 

= 
。

民

計量器の定期検査日程

自時間

10月2日 10110%|大川連 絡 所

(防 113:00-1替

15: 001 '" 
10・00-1

10月3日| 1'1
U

:

U

3OI柳沢連 絡 所

側 113何%l新奇連絡所

10: 00-1 
10月4日i 1'2U:UOO I八多喜連絡所

側 113d引 上須戒連絡所

0: 00-1 
10月5日| 1:1u:u3(i I南久米連絡所

附 113d記|平野連絡所

10: 00-1全

10月6B 1 12 : 001 IIJ 
幽 113:00-

15: 00 

1叩0月1叩0日|1
1弘V1hむυ2iL川:¥:

Gωjω(J 1け13上:0∞0-

事fiiiifiiF磁器経営

みなさん ご協力ありがとうございました/

平成12年度緑の事盆 1，665，106円
農林課内

大洲市森林と緑の推進協議会

合 24一2111 内線365

平成12年度「緑の募金Jは、市民の皆さ

まの温かいご理解とご協力で、1，665，106円
の成果をあげることができました。

この募金は、財団法人 「愛媛の森林基金」

を経由し、社団法人 「国土緑化推進機構」へ納入され、緑化推進活動

のために活用されます。 また、この一部は地域にも還元されています。

たとえば大洲市でも、公園・街路及び社会福祉施設などの公共用地

にコミュニティ活動の一環として植栽・手入れを行っていただくため、

希望する地区に予算の範囲内で苗木の配布を行っています。配布する

苗木は、桜やつつじなどの樹木や花木で 1カ所50本以内となっていま

す。苗木配布のご希望がございましたら各地区でお取りまとめいただ

き、お早めに最寄りの公民館へご相談〈ださい。

計量器の定期検査所

団連絡所

場月

。

あ
な
た
の
調
査
票
が
国
の
施
策
や
ま
ち
づ
く
り
の
デ
ー
タ
に

?
を
つ
少
し
病
院
が
近
く
に
あ
れ
ば
」
「
も
う
少
し
交
通
の
便
が
良
け
れ
ば
」
「
も
う
少
し
公
園
が
多
け
れ
ば
」。

私
た
ち
の
暮
ら
し
の
中
で
、
「
も
う
少
し
」
が
あ
れ
ば
い
い
な
と
思
う
こ
と
っ
て
あ
り
ま
す
ね
。

そ
ん
な
、
あ
な
た
の
?
を
つ
少
し
」
の
た
め
に
。

国
勢
調
査
は
、
引
世
紀
の
国
の
施
策
や
ま
ち
.つ
く
り
の
た
め
の
大
切
な
デ
ー
タ
に
な
り
ま
す
。

大
事
な
契
約
や
遺
言
な
ど
は

公
正
証
書
に

f

十
月
一
日
i
七
日
は
「
公
手
週
間
」

で
す
。
公
証
役
場
で
は
、
当
事
者
の

依
頼
に
よ
り
、
金
銭
の
貸
借
、
不
動

産
の
売
買
・
賃
借
、
損
害
賠
償
や
慰

謝
料
の
支
払
い
な
ど
各
種
の
契
約
書

(
公
正
証
書
)
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

公
正
証
書
に
は
、
判
決
書
と
同
様

に
、
差
し
押
さ
え
や
取
り
立
て
の
効

力
が
あ
り
ま
す
。
遺
言
書
も
公
証
役

場
で
作
成
し
て
お
く
と
、
家
庭
裁
判

所
の
検
認
と
い
う
手
続
き
を
受
け
る

こ
と
な
く
効
力
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

法
律
行
為
の
確
実
を
期
す
た
め
に

は
、
公
正
証
書
を
作
成
し
た
り
、
承

認
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

公
証
役
場
で
は
、
い
つ
で
も
公
正
証

書
に
関
し
て
の
法
律
相
談
を
行
っ
て

お
り
、
相
談
は
無
料
で
す
。

{問
い
合
わ
せ
先
】

八
幡
浜
公
証
役
場
(
八
幡
浜
市
広
瀬
)

告

0
8
9
4
2
2
1
2
0
7
0

詳しいことは、
企画調整課 情報統計係
告 24-2111内線386まで
お問い合わせください/

10月 1日のあなたを記入してください

。唾唾争
平成12年10月1日(日)

5 
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市
立
博
物
館
平
成
十
二
年
度
企
画
展

城
下
町
求
湖
を
諭
て

，
》
絵
地
図
を
申
心
に
e》

町
の
中
央
を
う
ね
る
よ
う
に
肱
川

が
流
れ
る
大
洲
は
、
藩
政
時
代
に
加

藤
家
六
万
石
の
城
下
町
と
し
て
、
明

治
以
後
は
養
蚕
業
の
町
と
し
て
栄
え

ま
し
た
。
現
在
町
に
お
い
て
も
城
下

町
特
有
の
屈
曲
し
た
道
路
や
町
割
り
、

さ
ら
に
は
当
時
の
面
影
を
残
す
古
い

町
並
み
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
近
年
目
ま
ぐ
る
し
い
近

代
建
築
技
術
な
ど
の
発
達
に
よ
り
城

下
町
の
風
景
も
変
化
し
て
い
ま
す
。

本
企
画
展
で
は
、
大
洲
の
町
、
村
、

神
社
仏
閣
等
を
描
い
た
絵
地
図
を
通

し
て
城
下
町
大
洲
の
特
徴
や
変
化
に

つ
い
て
紹
介
す
る
も
の
で
す
。

【
国
・
藩
領
図
に
見
る
大
洲
】

こ
こ
で
は
伊
予

一
国
之
図
な
ど
藩

領
域
を
描
い
た
絵
図
か
ら
大
洲
の
立

地
制
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

【
町
割
に
み
る
大
洲
】

こ
こ
で
は
、
武
家
屋
敷
、
町
屋
の

屋
敷
割
り
を
描
い
た
絵
図
か
ら
屋
敷

配
置
や
城
下
町
の
特
徴
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

【
描
か
れ
た
大
洲
の
景
観
】

こ
こ
で
は
、
町
屋
や
神
社
仏
閣
な

ど
景
観
的
に
描
か
れ
た
絵
図
等
か
ら
、

描
か
れ
た
時
代
の
景
観
の
特
徴
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

本
企
画
展
が
城
下
町
と
し
て
の
大

洲
の
特
徴
や
魅
力
を
再
発
見
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

【
会
場
】

大
洲
市
立
博
物
館
四
階
展
示
室

【
会
期
】

十
月
二
十
四
日

ωj十
二
月
十
日
田

【
時
間
】

九
時
j
十
六
時
三
十
分

【
入
館
料
】
無
料

【
休
館
日
】
月
曜
日

祝
祭
日

大 洲 駅博物館案内図

10/24e時
"_'_12/1自信号

こ
の
絵
図
に
は
、
肱
南
側
の
み
が

描
か
れ
、
城
下
町
特
有
の
道
路
の
屈

曲
な
ど
の
状
態
が
把
握
で
き
る
他
、

社
寺
な
ど
の
建
物
や
三
の
丸
に
位
置

す
る
門
や
櫓
が
描
き
込
ま
れ
て
い
ま

す
。絵

図
の
左
下
に
は
作
成
の
経
緯
が

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

寛
政
十
一
(
一
七
九
九
)
年
に
大
洲

藩
十

一
代
藩
主
加
藤
泰
済
の
命
令
に

よ
り
東
直
真
が
作
成
し
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
こ
の
絵
図
は
寛
政
十

一

年
如
法
寺
附
近
か
ら
出
火
、
七
八
一

軒
の
侍
屋
敷
、
町
家
を
焼
失
す
る
大

火
と
な
っ
た
際
、
そ
の
焼
失
し
た
屋

敷
の
範
囲
他
、
道
路
の
広
狭
な
ど
を

記
し
た
も
の
で
す
。

6 

年
金
の
受
け
取
り
先

の
変
更
は
慎
重
に
/

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
を
受
け
て

い
る
方
が
、
転
居
な
ど
で
住
所
を
変

更
し
た
場
合
は
、
「
住
所
・
支
払
機

関
変
更
届
」
を
提
出
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
住
所
変
更
を
伴
わ
な

い
受
取
先
だ
け
を
変
更
さ
れ
る
方
が
、

特
に
最
近
目
立
っ
て
増
え
て
き
て
い

ま
す
。

社
会
保
険
庁
・
社
会
保
険
事
務
所

で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
届

書
を
迅
速
に
処
理
し
、
決
め
ら
れ
た

日
に
正
確
に
支
払
う
よ
う
努
力
し
て

お
り
、
こ
の
変
更
作
業
を
行
う
た
め

に
一
定
期
聞
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

支
払
期
日
が
近
づ
い
て
か
ら
変
更

屈
を
提
出
さ
れ
ま
す
と
、
変
更
前
の

預
貯
金
口
座
に
振
り
込
ま
れ
た
り
、

決
め
ら
れ
た
日
に
年
金
を
受
け
取
れ

な
か
っ
た
り
、
受
け
取
り
が
遅
く
な
っ

た
り
す
る
な
ど
、
皆
さ
ん
の
生
活
に

支
障
を
き
た
す
原
因
に
も
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。

年
金
を
速
や
か
に
、
確
実
に
受
け

取
る
た
め
に
は
、
受
け
取
り
先
の
変

更
は
慎
重
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※
国
民
年
金
の
お
問
い
合
わ
せ
は
市

民
課
国
民
年
金
係
ま
で

宮

@
2
1
1
1
(
内
線

1
1
1
)



11 
IO(日)まで開催

【会場】愛媛県歴史文化博物館(宇荘町)
宮昔 0894 -62 -6222 

【入場時間]9時-16時30分 17時閉館
【休館日】月曜日(月曜日ガ休日の場合、

翌日)
【観覧料】大人(高校生以上) 500円

小中学生以下 ・満65歳以上無料
』拘.''---~ぞー笥号 _""，'汚宮尾判明_，.，.=-，~~7"'~1夜明司

描
像
み
手

を
肖
の
の

ー
ド
績
の
枠
ヘ
ロ

任
制
緩
こ
は
子
る

1
む
泥
左
弟
削

船
僻
抗
議

文
大
韓
航
初
日
北

像
前
総
首

相
時
誠
一
緑

樹
藩
像
待
て
る

一点

、

れ
あ

訂

大
た
は
か
で

中

い

画
箔
本

ち
、
近
代
大
洲
の
風
景
を
テ
l
マ
と

し
た
絵
は
が
き
や
古
写
真
に
つ
い
て

は
、
観
覧
者
が
見
た
い
画
像
を
自
由

に
パ
ソ
コ
ン
に
よ
り
検
索
で
き
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
十
一
年
に
大
洲
市
菅
田

を
撮
影
し
た
十
六
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
を

編
集
し
、
近
代
大
洲
の
村
の
姿
を
紹

介
し
ま
す
。

関
連
講
座

・
十
月

一
日
目
午
後
一
時
三
十
分
j

「
パ
ソ
コ
ン
で
よ
み
が
え
る
大
洲
の

近
代
」

講
師
・・・東

ー
よ
み
が
え
る

歴
史
・
文
化
・
風
景
|

先
月
号
に
引
き
続
き
、
展
示
コ
ー

ナ
ー
の
ご
紹
介
を
し
ま
す
。

大
洲
藩
領
の
村
々

寛
永
十
二

(
一
六
三
五
)
年
に
松

山
藩
と
領
地
の
交
換
を
行

っ
た
大
洲

藩
は
、
こ
の
「
御
替
地
」
以
後
喜
多

郡
を
中
心
に
浮
穴
郡

・
伊
予
郡

・
風

早
郡
に
六
万
石
の
領
地
を
も
ち
ま
し

た
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
「
御
替
地
」

以
後
の
大
洲
の
姿
を
、
今
回
初
公
開

の
縦
横
三
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
巨
大

な
大
洲
藩
領
絵
図
を
通
じ
て
紹
介
す

る
と
と
も
に
、
大
洲
藩
と
農
民
と
の

10月号広報ああず 2000

聞
に
入
り
数
多
く
の
古
文
書
を
残
し

た
藩
領
の
庄
屋
の
活
動
や
、
用
水
を

得
る
た
め
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
水
争

い
や
新
た
な
用
水
源
の
確
保
の
た
め

の
村
々
の
動
き
な
ど
を
、
古
文
書
に

よ
り
み
て
い
き
ま
す
。

大
洲
藩
の
学
問
と
文
化

大
洲
藩
初
代
藩
主
加
藤
貞
泰
と
と

も
に
大
洲
に
入
り
、
学
問
興
隆
の
基

礎
を
作
っ
た
儒
学
者
中
江
藤
樹
を
始

め、

二
代
藩
主
泰
興
に
よ
り
迎
え
ら

れ
富
士
山
如
法
寺
を
聞
き
臨
済
禅
を

説
い
た
盤
珪
。
古
学
堂
に
お
い
て
多

を
並
、
く
の
門
弟
に
教
え
、
学
問

南

町

立

肱
や
劃
の
裾
野
を
広
げ
た
常
磐
井

防
団
崎
厳
文
、
そ
の
古
学
堂
で
学

出
町
一
札
ん
だ
後
、
シ
l
ボ
ル
ト
の

促
動
出
最
後
の
門
人
と
な
り
、
明

蹴
杭

4

b
治
以
後
の
近
代
医
学
の
基

扮
杭
似
印
礎
を
つ
く
っ
た
三
瀬
諸
淵
、

郎
町
腕
恥
江
戸
の
狩
野
派
に
学
び
大

蔵
橋
同
大
で
洲
藩
の
御
用
絵
師
で
あ

っ

人

川

水

郷

ん

個
調
洪
水
好
た
若
宮
養
徳
な
ど
、
大
洲

た
の
、
て

代
し
区
た
ぜ
藩
の
学
問
と
文
化
を
担
つ

時

通

地

ま

力

正
開
南

。
は
た
人
物
を
紹
介
し
ま
す
。

大

に

肱

る

絵

年

。
か
や
近
晶
、
大
洲
の
風
景

)

き

分

画

{

晴
叩
耐
え
議
絵
図
や
絵
は
が
き
、

宣

働
け
紺
払
川
伝
用
の
引
札
な
ど
を
通
じ

と

2
た

子

描

，

;

町
正
し
様
を
て
近
代
大
洲
の
様
々
な
姿

洲

大

敵

の

明

大
仰
み
力
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
う

昇
(
歴
史
文
化
博
物

館
学
芸
員
)

-
十
月
二
十
九
日
間

午
後

一
時
三
十
分
j

「
戦
国
期
の
大
洲
」

講
師
・
:
土
居
聡
朋
(
歴
史
文
化
博
物

館
学
芸
員
)

高橋商底引札 明治42(1909)年個人蔵
万四H中町で和洋の反物、臨得績、馬道具、履き

物を商っていた高橋商宿のヲ|ヰレ入支詳ャラクター
の恵比須と大黒力唱月治42年の麿を描いている。

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

人
権
を

〈
ら
し
の
な
か
に
(
+
ご

ぜ

ん

ご

う

じ

ん

け

ん

に

ん

げ

ん

か

ん

け

い

前
号
で
、
「
人
権
は
人
間
関
係
、

L
e
カ
U

カ

ん

け

い

き

ほ

ん

社
会
関
係
の
基
本
」
で
あ
る
こ
と
、

じ
ん
け
ん
カ
く
し
ゅ
う
き
ょ
う
さ
い
に
ち
じ
よ
う
せ
い
か
っ

人
権
学
習
の
教
材
は
、
日
常
生
活
の

A
M
 

な
か
に
あ
る
こ
と
を
書
き
ま
し
た
。

ぜ

ん

か

い

か

ん

れ

ん

じ

れ

い

こ
こ
で
前
回
と
関
連
し
た
事
例
を

す

こ

と

あ

し

て

ん

か

も
う
少
し
取
り
上
げ
、
視
点
を
変
え

か

ん

が

お

も

つ

ぎ

て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
次

ぷ

ん

け

い

は

っ

し

り

ょ

う

さ

つ

し

の
文
は
、
あ
る
啓
発
資
料
の
冊
子
に

け
い
さ
い

掲
載
さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
が
、

な

か

は

し

ま

わ

ス
ー
パ
ー
の
中
を
走
り
回

っ
て
い

こ

ち

ゅ

う

い

る
子
ど
も
に
注
意
し
た
ら
、
そ
の
子

は
は
お

や

た

に

ん

ど
も
の
母
親
に
「
他
人
の
子
ど
も
の

こ
と
を
と
や
か
く
言
わ
な
い
で
く
だ

ど

な

さ
い
!
」
と
怒
鳴
ら
れ
た
。

お
お

こ
え

さ

わ

レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
大
き
な
声
で
騒

い
で
い
る
子
ど
も
の
親
に
「
み
ん
な

し

ょ

く

じ

た

の

ゆ
っ
く
り
食
事
社
楽
し
ん
で
い
る
ん

だ
か
ら
、
少
し
静
か
に
さ
せ
て
ほ
し

わ
た
し

い
ト
と
駐
意
し
た
ら
、
「
私
た
ち
も

お
金
を
払

っ
て
楽
し
ん
で
い
る
ん
で

は

ん

げ

き

な

ど

な

ど

す
1

」
と
反
撃
さ
れ
た
等
々
。

は

な

し

さ

い

き

ん

め

ず

ら

こ
ん
な
話
は
、
最
近
で
は
も
う
珍

し
く
な
く
な

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

い
ま

わ

か

お

や

た

に

ん

さ

ま

今
の
若
い
親
は
、
他
人
様
に
と
や
か

き
ら

く
言
わ
れ
る
こ
と
が
嫌
い
な
よ
う
で

す
。

む

か

し

と

な

り

き

ん

じ

よ

し

や

か

い

昔
は
、
隣
近
所
や
社
会
み
ん
な
で

そ
だ

子
ど
も
を
育
て
て
い
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
今
で
は
、
他
人
の
子
、
よ
そ
の

く
ち

だ

子
に
口
出
し
し
な
く
な
っ
て
き
て
い
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人
権
と
同
和
教
育か

ち

か

ん

ま
す
。
そ
う
な
る
と
、
親
の
価
値
観

せ
い
し
ん
て
き
せ
い
ち
ょ
う

が
子
ど
も
の
精
神
的
成
長
に
も
ろ
に

え
い
き
ょ
う
お
よ

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

さ
く
ね
ん
し
ち
カ
つ
じ
ん
け
ん
よ
う
ご
す
い
し
ん
し
ん

昨
年
七
月
、
「
人
権
擁
護
推
進
審

Z
A
U
い

は

つ

び

よ

う

と

う

し

ん

議
会
」
が
発
表
し
た
答
申
の
な
か
で
、

か

で

い

き

ょ

う

い

く

や

く

わ

り

ょ

う

家
庭
教
育
の
役
割
に
つ
い
て
、
「
幼

じ

き

ゅ

た

じ

よ

う

そ

う

児
期
か
ら
子
ど
も
に
豊
か
な
情
操
や

ぜ
ん
あ
く

は

ん

だ

ん

に

ん

げ

ん

思
い
や
り
、
善
悪
の
判
断
な
ど
人
間

け

い

せ

い

き

そ

、

?

え

じ

ゅ

う

よ

う

形
成
の
基
礎
を
は
ぐ
く
む
上
で
重
要

ゃ

く

わ

り

お

や

じ

し

ん

流
役
割
州
あ
る
こ
叱
につ

「
親
自
身
が

偏
見
を
持
た
ず
、
差
別
し
な
い
こ
と

つ

』

つ

み

な
ど
を
、
日
常
生
活
を
通
じ
て
身
を

し
め

も
っ
て
子
ど
も
に
示
し
て
い
く
こ
と
」

き
ょ
う
ち
ょ
う

な
ど
家
庭
教
育
の
重
要
さ
を
強
調
し

て
い
ま
す
。

じ
ゅ
う
だ
い
し
ょ
う
ね
ん
じ
け
ん

け
つ

最
近
の
重
大
な
少
年
事
件
も
、
結

局
は
「
人
間
形
成
の
基
本
が
家
庭
に

あ
ら
た

あ
る
」
こ
と
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら

れ
る
も
の
で
し
た
。

じ
ん
け
ん
ぶ
ん
か

私
た
ち
は
、
豊
か
な
人
権
文
化
を

き

す

め

さ

築
い
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

せ

い

ぎ

か

ん

り

ん

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
正
義
感
、
倫

り

カ

ん

こ

こ

ろ

し

や

か

い

ぜ

ん

た

い

理
観
、
思
い
や
り
の
心
や
社
会
全
体

の
モ
ラ
ル
を
高
め
る
な
ど

「人
間
関

た

も

と

係
、
社
会
関
係
の
基
本
」
へ
立
ち
戻

ひ
つ
よ
う

る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
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10月号

かむら甑

復元木洲城

広報ああず 2000

平成12年 9月1固まで

に皆様か5お寄せいただ

いた復元のための募金額

は、 162.156.978円

です。

大洲市は、市の新しいシンボルとして、市制施行50周年を迎える平成16年
(2004)の完成を目指し、大洲城天守閣復元事業に取り組んでいます。大洲
城に関する写真や資料などをお持ちの人はご連絡ください。また、乙のコー
ナーに対してのご意見も募集しています。

商工観光課まちづくり対策係

石
垣
耐
力
度
調
査
を

実

施

し

ま

す

ft 24-2111内線222

由
づ
5
づ
み

野
面
積

石
垣
技
法
が
本
格
的
に
城
郭
に
利

用
さ
れ
始
め
た
の
は
、
十
六
世
紀
後

半
に
入
っ
て
か
ら
で
す
。
な
か
で
も
、

一
指
寝
が
安
土
城
の
石
積
み
を
近
江
の

穴
太
衆
に
任
せ
た
こ
と
は
、
そ
の
強

固
な
石
積
技
術
を
、
西
国
大
名
に
広

め
る
契
機
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
永
禄
・
天
正
年
間
(
一
五
五

八
j

一
五
九
二
に
築
造
さ
れ
た
石

垣
は
、
穴
太
積
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

な
野
面
積
と
呼
ば
れ
る
手
法
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。
野
面
積
は
、
自
然
石
を

加
工
せ
ず
乱
雑
に
積
み
上
げ
治
初
で

す
が
、
石
垣
の
間
や
裏
側
に
栗
石
と

呼
ば
れ
る
小
石
を
つ
め
る
の
で
雨
水

の
は
け
が
良
く
、
石
垣
は
意
外
に
安

定
し
ま
す
。
ま
た
、
勾
配
に
反
り
が

な
く
直
線
的
な
の
が
特
徴
で
す
。
大

洲
城
の
石
垣
も
藤
堂
高
虎
、
脇
坂
安

治
が
穴
太
衆
と
同
じ
近
江
出
身
で
あ

る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
野
面

積
に
よ
り
積
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

石
垣
耐
力
度
調
査

現
在
あ
る
大
洲
城
天
守
台
石
垣
は
、

は
、
二
ハ
六
五
拝
お
わ
寛
文
五
年
)
に

二
代
藩
主
加
藤
泰
興
に
よ
り
築
き
直

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
度
重
な

る
震
災
に
も
負
け
ず
三
百
三
十
年
余

り
こ
の
地
に
あ
る
の
で
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
築
造
か
ら
長
い
年
月
托
経

過
し
た
現
在
、
所
々
で
石
垣
の
字
み

出
し
ゃ
割
れ
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
石
垣
は
、
そ
の
耐
力
度

を
調
査
し
、
崩
壊
の
恐
れ
が
あ
る
場

合
に
は
修
復
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま

す
。
ま
た
、
石
垣
の
上
に
建
物
を
復
元

す
る
場
合
に
は
、
石
垣
の
安
全
性
と

と
も
に
、
建
物
の
基
礎
と
し
て
の
安

定
性
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

従
来
、
こ
の
よ
う
な
石
垣
の
構
造

を
容
易
に
解
析
す
る
手
法
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
近
年
の
城

郭
の
石
垣
改
修
に
伴
う
デ
l
タ
蓄
積

や
技
術
の
進
歩
に
伴
い
、
石
垣
の
新

〈調査範囲図〉

し
い
解
析
手
法
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
が
電
磁
波
調
査
と
呼
ば
れ
る
手

法
で
す
。
従
球
は
、
実
際
に
石
垣
を

一
つ
ひ
と
つ
剥
ぎ
取
り
、
内
部
の
裏

込
め
石
(
栗
石
な
ど
)
の
状
態
を
目

視
に
よ
り
調
査
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
の
新
た
な
電
磁
波

調
査
で
は
、
表
面
か
ら
電
磁
波
を
発

し
、
石
垣
に
触
れ
る
こ
と
な
く
調
査

で
き
ま
す
。
こ
の
調
査
方
法
は
、
元
々

船
舶
な
ど
で
使
用
さ
れ
て
い
る
通
常

の
レ
ー
ダ
ー
の
原
理
を
地
中
に
応
用

し
た
も
の
で
、
地
表
か
ら
地
中
に
向

け
て
電
磁
波
を
発
射
し
、
障
害
物
の

反
射
波
を
受
信
す
る
こ
と
で
到
達
時

聞
を
測
定
し
、
地
盤
内
部
の
状
況
を

探
査
す
る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
、

石
垣
の
苧
み
な
ど
表
面
の
変
状
の
把

握
、
根
石
と
そ
の
基
礎
地
盤
の
把
握
、

石
垣
背
面
の
地
盤
の
把
握
、
栗
石
の

厚
さ
の
把
握
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

解

析さ
ら
に
、
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ

た
デ
l
タ
を
利
用
し
て
、
耐
震
能
力

を
解
析
し
ま
す
。
こ
の
解
析
で
は
、

歴
史
地
震
や
活
断
層
か
ら
推
定
さ
れ

る
地
震
を
想
定
し
、
地
震
波
を
設
定

し
ま
す
。
こ
の
地
震
波
で
、
現
状
の

石
垣
の
ま
ま
天
守
閣
を
復
元
し
た
場

合
と
石
垣
を
修
復
し
て
天
守
閣
を
復

元
し
た
場
合
の
二
つ
の
タ
イ
プ
の
解

析
を
行
い
ま
す
。

こ
の
石
垣
耐
力
度
調
査
は
、
八
月

初
旬
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
天
守
台

石
垣
と
本
丸
井
戸
曲
輪
石
垣
の
二
カ

所
を
調
査
し
ま
す
。
そ
し
て
、
最
終

的
な
解
析
結
果
を
も
と
に
、
石
垣
を

修
復
す
る
か
ど
う
か
を
決
定
し
ま
す
。

図 2
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10月7日出

上須戒観光いも園オープン

[場所]大洲市上須戒松久保団地

【開園] 10月 7 日出~ 10月中旬の土 ・ 日 

祝日

【料金】 l区画 (3.5x 1 m) 1，100円
【問い合わせ先]松久保野菜組合

村越忠雄組合長官26-1181
※団体予約の場合は平日開園いたします。



守主必

劇団町、るさときゃらば人斗によるミュージカル。高速道路ガ開通しても、
なお過疎化ガすすむ町のある酪農 家を舞台に笑いと涙のストーリーでした。
全国各地をかけまわる劇団の皆さんですが、大洲公演は今回ガ初めて。 「最初、
大洲の皆さんlまおとなしい人ガ多いの力、なと感じましたガ、最後は客席力、らの
熱気がどんどん伝わってきました。・ 0・・・ e移動で四国から九州ヘ向力、うフエリ
に乗るときはいつもよく大洲を通っていました。大洲インターの辺りはすいぶん
まちの犠子ガ変わりましたね。また、ぜひ来たいと思いますaJと感想を語り、
次の公演先秋田に向かいました。(大洲市民会館大ホールにて)

(社
大洲青年会議所の主催による日韓友好少年少女交流事業ガ8月20
日力、ら22日まで大洲市で行われました。この日は、韓国 ・霊光
(ヨンガン)の子どもたちゃ関係者約30人が大洲市役所に桝田市長
を訪ねました。

守主必卜ーキングシアター附まち西予物劃

~媛に来たのは初めてです。愛媛と言えばみ力、んですよね !J と
語る星野知子さん(女優)に Iモれだけじゃないがな。 lま力、にもおい
しいものガいっぱいあるんよ IJと西予地域で採れたおいしそう怠果
物を紹介するらくさぶろうさん(らくおはちゃん?)の登場に場内か
らも拍手と笑いガー 。(大洲市民会館大ホーjしにて)

3
3
3
4
3
3
3
3
3
3
i
3
3
5
0
3
S手
3
3
3
3
3
j
$
5
3
3
j
4‘

安曇川から来ました/

友好都市として交流を図っている中江藤樹先生の生誕地安曇川
町の皆さん (26名)ガ大洲市を訪れました。至徳堂(中江藤樹邸)
などの市内見学ゃうかい観光で大洲の情緒を楽しみました。

大洲市でも安曇川町を訪ねる旅参加者募集中!10/13働 -15(日)
2 )白 3日で 1人36，000円 .企画調整課包24-2111内線385

守主む JR伊予大洲駅周辺の放置自転車を撤去

3台のトラックに次々と積み上げられる放置自転車の山。大洲市
喜多郡の高校生50人も参加して、 7月 5巴の「放置白転車をなく
そう運動Jで行った警告票による呼びガけの後も放置されたままに
なコていた自転車約150台ガきれいに撤去されました。
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10月号広報ああず 2000

保健センター B23-0310

いきいき

"Lite 

実
施
場
所
は
い
ず
れ
も
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー

2
階
で
す
。

【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

o
m月
3
日

ω
平
成
ロ
年

5
月
生
※

o
m月
口
日

ω
平
成
日
年
3
月
生

o
日
月
M
日

ω
平
成
9
年
9
月
生

受

付

時

間

日

時
j
日
時
加
分

持
参
品
母
子
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト

パ
ス
タ
オ
ル
(
※
の
み
)

【
叩
カ
月
児
育
児
相
談
】

O
叩
月
2
日
間
平
成
日
年
四
月
生

受
付
時
間

9
時
却
八
刀
j
叩
時

限切祭日の当 番 医l
10月1日村上医院(常磐町)

ft24-2346 

久 保 医院(新

(日)

10月8日

ft25-0158 

浜)

ft52-0174 

辻内科医院(長

(日)

持

参

品

母
子
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト

パ
ス
タ
オ
ル

【
健
康
相
談
・
栄
養
相
談
】
予
約
制

O
叩
月
お
日
(
月
)

相
談
時
間
叩
時
j
ロ
時
、
日
時

1
日
時

持

参

品

健

康

手

帳

予
防
接
種
は
お
済
み
で
す
か
?

三
種
混
合
・
二
種
混
合
・
麻
疹
・
風

疹
・
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
は
、
指
定

の
医
療
機
関
で
各
自
が
受
け
る
個
別
接

種
と
な
っ
て
い
ま
す
。

予
防
接
種
は
小
学
校
入
学
前
に
済
ま

せ
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
、
特

に
、
来
年
小
学
校
に
入
学
さ
れ
る
お
子

さ
ん
は
、
早
め
に
予
防
接
種
を
受
け
ら

れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

予
防
接
種
が
済
ん
で
い
る
か
母
子
健

康
手
帳
で
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
今
年
度
か
ら
小
学
校
で
の
風

疹
の
予
防
接
種
は
な
〈
な
り
ま
し
た
の

で
、
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
大
洲
市
に
転
入
さ
れ
た
人
で
、

予
防
接
種
の
済
ん
で
い
な
い
就
学
前
の

お
子
さ
ん
に
は
、
無
料
接
種
券
を
お
渡

し
し
て
い
ま
す
の
で
、
保
健
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
最
寄
り
の
連
絡
所
に
母
子
健
康

手
帳
を
持
参
の
う
え
、
お
越
し
く
だ
さ

h
v
 

田)

城戸眼科医院(末広町)

三瀬医院(八多喜)

町)

ft25-2915 

まま 24-3008

ft26-0003 

まま 24-2310 

藤本外科医院(中

肱川医院(菅

救急当番病院

10月9日

(月)

10月29日

(日)

(日)

(日)

10月15日

10月22日

大

洲

保

健

所

予
約
制

【
エ
イ
ズ
検
査
・
相
談
】

O
第

1
・
3
火

曜

日

日

時

i
u
時

【
難
病
医
療
相
談
】

O
第

3
火

曜

日

目

時

j
日
時

【
女
性
の
鍵
康
相
談
】

O
第
3
木

曜

日

目

時

j

u
時

【
精
神
保
健
福
祉
相
談
】

O
第

3
金

曜

日

日

時

j
日
時

【
思
春
期
保
健
相
談
】

O
第
3
金

曜

日

日

時

j
日
時

【
ビ
力
イ
チ
歯
の
健
康
相
談
】

0
日
月
四
日
凶
日
時
j
日
時

対
象
就
学
前
児
童

(
4
i
6
歳
)

内
容
歯
科
検
診
、
歯
み
が
き
指
導
、

フ
ツ
ソ
塗
布
、
健
康
相
談
な
ど

叩
月

5
日
岡

市
立
大
洲
病
院
叩
時
j

u
時

ミ
ユ
ウ
プ
ロ
ダ
ク
ツ

日
時
叩
八
刀

1
日
時

伊
予
銀
行
大
洲
支
庖

日
時
却
八
刀
j

M
時
却
分

叩
月
初
日
制

大
洲
市
役
所

日
時
1

M
時

曜日によって救急当番病院は変

わります。昼間・夜間の急患など、

ご相談は、その日の当番病院まで。

市立大洲病院(西大洲)

まま 24-2151

加戸病院(若宮)

ft24-5101 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

月 ・火曜日

日

木~日曜日

曜水

十
月
新
刊
案
内

新

聞

の

虚

報

・

誤

報

池

田

龍

夫

著

I
T革
命

原

論

武

田

徹

著

マ
ー
フ
ィ
ー
博
士
の
夫
婦
相
談
室

植

西

聴

著

陽

明

学

回

天

の

思

想

守

屋

洋

著

生

ま

れ

変

わ

る

ひ

ろ

さ

ち

ゃ

箸

高
校
生
の
た
め
の
心
理
学
松
井
豊
著

気
く
ば
り
の
で
き
る
人
に
人
が
集
ま
る

伊

吹

卓

著

「
星
の
王
子
さ
ま
」
の
心
理
学

矢

幡

洋

著

四

国

霊

場

四

季

暦

横

田

賢

一

著

も
う
な
つ
か
し
い
平
成
の
年
表

清
水
義
範
著

誰
も
書
か
な
か
っ
た
沖
縄
恵
隆
之
介
著

凡

宰

伝

佐

野

員

一
著

{
永
田
荘
子
の
ア
リ
と
キ
リ
ギ
リ
ス

家
田
荘
子
著

座
し
て
死
を
待
つ
の
か
日
本
経
済

加

藤

寛

著

こ
こ
ろ
に
響
く
「
乾
杯
」

「
献
杯
」
の

あ
い
さ
つ
佐
藤
雄
二
一
・
原
茂
一
著

通
貨
が
堕
溶
す
る
と
き
木
村
剛
著

竹
村
健
一
の

「
こ
れ
か
ら
」
を
知
っ
て

お
く

m項
目

竹

村

健

一

箸

日

本

は

頭

か

ら

腐

る

佐

高

信

著

発

言

力

秋

山

和

宏

ほ

か

著

か
ら
だ
に
効
く
!
手
づ
く
り
健
康
ジ
ュ
ー

ス

村

井

り

ん

ご

著

工
夫
生
活
の
ス
ス
メ
山
崎
え
り
子
著

お
し
ゃ
れ
の
セ
ン
ス
は
街
ゆ
く
人
か
ら

西
村
玲
子
著

ホ
l
ム
ヘ
ル
パ
!
の
た
め
の
基
礎
料
理

今
井
美
津
恵
著

定
年
に
な
っ
た
ら
農
業
を
や
ろ
う

土
ロ
津
耕
一
著

平
山
郁
夫
著

永
遠
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

10 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
英
語
入
門
小
林
順
著

阿
万
田
高
の
楽
し
い
古
事
記阿

万
田
高
著

告

発

鬼

島

紘

一

著

甘

い

雨

の

中

で

甘

糟

り

り

子

著

浮

か

れ

三

亀

松

吉

川

潮

著

海

虹

妃

宮

本

徳

蔵

著

輪

廻

明

野

照

葉

著

贈

る

証

言

夏

樹

静

子

著

札
差

市

三

郎

の

女

房

千

野
隆
司
著

い

つ

の

日

か

還

る

中

村

彰

彦

著

京

伝

怪

異

帖

高

橋

克

彦

著

密
室
は
眠
れ
な
い
パ
ズ
ル
氷
川
透
著

大

断

層

の

東

阿

井

渉

介

著

天
国
ま
で
ぶ
ら
り
酒
田
中
小
実
昌
箸

三

ツ

葉

葵

の

剣

士

新

宮

正

春

著

西

行

桜

辻

井

喬

著

王

奔

塚

本

青

史

著

依

頼

人

は

死

ん

だ

若

竹

七

海

著

絶

影

の

剣

北

方

謙

三

著

殺
意
の
青
函
ト
ン
ネ
ル
西
村
京
太
郎
著

い

つ

も

ひ

と

り

で

阿

川
佐
和
子
著

こ

こ

ろ

の

休

日

藤

本

義

一

著

美
女
入
門

P
A
R
T
2

林
真
理
子
著

ま

だ

ふ

み

も

み

ず

檀

ふ

み

著

京

都

水

上

勉

著

九

十

八

の

旅

物

語

俵

万

智

著

眠

り

姫

ダ

ニ

エ

ル

・
キ
イ
ス
著

可
視
の
闇

U
・ゴ

l
ル
デ
イ
ン
グ
著

原
初
の
光

P
・
ア
ク
ロ
イ
ド
著

十
月
生
涯
学
習
講
座
ご
案
内

議
書
講
座

「
楽
し
い
読
書
」

講
師
久
保
史
朗
先
生

日
時

叩
月
白
日
嗣

9
時
加
分
j
日
時
鈎
分

場
所
大
洲
市
立
図
書
館

4
階

O
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。



10月号広報ああず 2000

労
働
保
険
の
加
入
手
続
き

日
月
1
日
か
ら
幻
日
は

「労
働
保
険

適
用
促
進
月
間
」
で
す
。

加
入
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い
事
業

主
の
人
は
、
お
早
め
に
手
続
き
を
お
済

ま
せ
く
だ
さ
い
。

労
働
保
険
に
つ
い
て
の
ご
相
談
・
お

問
い
合
わ
せ
は
、
大
洲
公
共
職
業
安
定

所

会

0
8
9
3
1
2
4
1
3
1
9
1

無

料

司

法

書

士

法

律

相

談

所

愛
媛
県
司
法
書
士
会
で
は
、
松
山
公

証
人
会
及
び
愛
媛
県
土
地
家
屋
調
査
士

会
と
共
催
で
叩
月
1
日
か
ら
、
法
律
の

日
の
週
間
行
事
と
し
て
無
料
司
法
書
士

法
律
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

相
談
内
容
は
、
不
動
産
の
相
続
、
売

買
、
な
ど
の
登
記
に
関
す
る
も
の
、
供

託
の
手
続
き
(
書
類
作
成
等
)
に
関
す

る
も
の
及
び
公
正
証
書
の
作
成
な
ど
を

中
心
に
関
連
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
も

お
受
け
し
ま
す
。

【
日
時
}
日
月
1
日
間

四

時

j
日
時

【
場
所
】
大
洲
市
民
会
館
小
会
議
室

【
問
い
合
わ
せ
】
愛
媛
県
司
法
書
士
会

8
0
8
9
1
9
4
1
1
8
0
6
5
 

人

権

擁

護

委

員

に

高

岡

政

義

さ

ん

8
月
1
日
付
け
で
法
務
大
臣
か
ら
高

岡
政
義
さ
ん
(
五
郎
)
が
人
権
擁
護
委

員
に
委
嘱
(
再
任
)
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
皆
さ
ん
の
毎
日

の
暮
ら
し
の
中
に
起
こ
る
様
々
な
問
題
、

い
じ
め
・
体
罰
・
部
落
差
別

・
女
性
差

別
な
ど
の
差
別
問
題
、
外
国
人
の
問
題
、

家
庭
内
(
夫
婦
、
親
子
、
結
婚
、
離
婚
、

扶
養
、
相
続
等
)
、
借
地
借
家
、
近
隣

聞
の
も
め
ご
と
等
、
悩
み
事
の
相
談
に

乗
っ
て
く
れ
ま
す
。
相
談
内
容
に
つ
い

て
は
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。
ま
た
、
相

談
は
無
料
で
む
ず
か
し
い
手
続
き
も
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

始
め
ま
せ
ん
か
財
形
貯
蓄

給
与
天
引
き
で
知
ら
ず
知
ら
ず
に
財

産
形
成
が
で
き
、
住
宅
・
年
金
貯
蓄
は

利
子
非
課
税
の
特
典
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
雇
用
・
能
力
開
発
機
構

愛
媛
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

8
0
8
9
1
9
4
7
1
6
6
7
7
 

{
応
募
方
法
】

氏
名
・
住
所
・
勤
務
先

・
連
絡
先
・

何
を
販
売
す
る
か
を
詳
し
く
記
入
の
上

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【締
め
切
り
】
叩
月
日
日
開

午
後
4
時
ま
で

詳
し
く
は
、
制
大
洲
青
年
会
議
所

包

@
7
1
0
7
・
F
A
X
@
5
2
2
5

ま
で
。

排
水
設
備
工
董
頁
任
重
品
験
・

受
験
講
習
会
の
お
知
ら
せ

日
本
下
水
道
協
会
愛
媛
県
支
部
が
行

う
責
任
技
術
者
試
験
及
び
受
験
講
習
会

が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

責
任
技
術
者
は
、
「
公
共
下
水
道
排

水
設
備
指
定
工
事
庖
」
の
指
定
を
受
け

る
際
の
要
件
と
な
り
ま
す
の
で
、
指
定

を
希
望
す
る
人
は
必
ず
受
験
し
て
く
だ

先、ぃ
。

受
験
講
習
会

【
日
時
】
日
月
比
日

ω

叩
時
l
u
時
、
日
時
叩
分
1
日
時
叩
分

【
場
所
】
松
山
市
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

(松
山
市
湊
町
7
丁
目
)

【
そ
の
他
】
受
講
料

2
千
円

テ
キ
ス
ト
代

2
千
円

山
本
均
さ
ん
が
少
年
補

導
栄
誉
金
章
を
受
賞

全
国
少
年
補
導
協
会
の
平
成
四
年
度

少
年
補
導
功
労
表
彰
が
6
月
初
日
、
東

京
で
行
わ
れ
、
犯
年
間
少
年
警
察
協
助

員
を
務
め
た
山
本
均
さ
ん
(
部
歳
・
阿

蔵
)
が
、
多
年
に
わ
た
る
少
年
の
非
行

防
止
と
健
全
育
成
の
功
績
に
よ
り
少
年

補
導
功
労
栄
誉
金
章
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

各

種

検

定

試

験

〔
簿
記
〕
試
験
日
目
月
幻
日

受
付
期
間
日
月
2
日
i
m
日

〔
商
業
英
語
〕
試
験
日
日
月
お
日

受
付
期
間
叩
月
2
日
l
n
日

〔
日
本
語
文
書
処
理
(
ワ
ー
プ
ロ
)
〕

試

験

日

ロ
月
9
日

-m日

受
付
期
間
日
月
四
日
j
日
月
日
日

{
問
い
合
わ
せ
先
】
大
洲
商
工
会
議
所

g
@
4
1
1
1
 

中央建設 (掬

ft24-3556 

大塚鉄 工 所

ft25-0300 

(有)神田鉄工所

合 24 -4 1 2 2 

神南設備

まま 25 -4 6 8 4 

城 戸電業社

まま 25-2 9 4 4 

久保鉄工所

ft26-0537 

(株)土居鉄工 所

ft24-4519 

(有)佐々木 鉄 工

ft26-0875 

(有)南予水道住設

ft25-1350 

(有)菊地浄イlオ曹センター

ft24-0013 

(有)星 加 水道住設

ft26-0020 

松浦建設(掬

ft25-5335 

徳森設備

ft24-4023 

(有)アサノ設備

ft 2 4ー 0783 

(有) 丸 電工業

合 24-5 2 5 1 

佐藤水道庖

会 24 -4 4 1 0 

(有 )三原設備

ft24-3783 

上甲建設(欄

ft24-5914 

(有)いの水道設備

会 24-2216

滝 田商 庖

合 25-0901

水道業者の

緊急漏水当番

10月 1日(日)

10月7日出

10月8日(日)

10月9日(月)

大
洲
ま
つ
り
お
ま
つ
り
村

参
加
者
・
グ
ル
ー
プ
大
募
集

肱
北
・
緑
地
公
園
で
行
な
わ
れ
る
第

日
回
お
ま
つ
り
村
の
出
庖
希
望
者
の

2

次
募
集
を
現
在
実
施
中
で
す
。

参
加
希
望
者

・
グ
ル
ー
プ
は
、
間
大

洲
青
年
会
議
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

折
り
返
し
説
明
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

10月14日出

10月15日(日)

10月21日凶

10月22日(日)

10月28日出

10月29日(日)

統
一
試
験

【
日
時
】
日
時
初
日
間

日
時
加
分
j
日
時
叩
分

【
場
所
】
松
山
市
立
東
中
学
校

(
松
山
市
文
京
町
2
1
2
)

【
試
験
手
数
料
】

3
千
円

【
申
込
期
間
】
叩
月
2
日
間
j
初
日
幽

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
役
所

(
2
階
)
下
水
道
課

8
@
2
1
1
1
(内
線
2
5
4
)

※
申
し
込
み
に
は
、
受
験
申
込
書
、
住

民
票
の
写
し
、
写
真
、
資
格
証
明
書
な

ど
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

お
お
す
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

V
小
原
流
い
け
ば
な
展

9
月
却
日
同国
j
m
月
1
日
間

V
コ
ッ
ト
ン
キ
ャ
ン
デ
ィ
作
品
展

日
月
3
日

ωj叩
月
9
日
間

V
ふ
る
さ
と
二
人
展

土
居
通
康

・
泰
正

日
月
日
日
刷
j
叩
月
幻
日
刷

V

「風
工
房
」
鉄
工
芸
展

日
月
白
白
川w
j
m
月
却
日
同

展
示
時
間

叩
時
l
U
時

※
最
終
日
は
同
時
ま
で

お
お
ず
赤
煉
瓦
館

g
@
1
2
8
1

A
編
集
後
記

V

交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
取
材
の
際
、

運
転
適
性
診
断
に
挑
戦
し
た
。
画
面
に

は
暗
く
な
っ
た
夜
の
道
路
が
映
し
出
さ

れ
、
や
が
て
現
れ
る
人
影
を
発
見
し
た

ら
、
思
い
切
っ

て
ブ
レ
ー
キ
を
踏
む
と

い
う
も
の
。
何
回
か
や
っ
て
い
く
う
ち

に、
「ド
ンノ・
」と

い
う
嫌
な
音
。

つ
い

に
犠
牲
者
(
?
)
を
出
し
て
し
ま
っ
た
/

「
見
え
る
範
囲
で
止
ま
れ
る
速
度
が

車
の
限
界
速
度
。
こ
れ
よ
り
速
い
と
、

発
見
後
い
く
ら
早
く
ブ
レ
ー
キ
を
か
け

て
も
、
事
故
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。」
と
後
で
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

昼
と
夜
で
は
限
界
速
度
が
違
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
気
を
つ
け
て
/
(
や
)

11 
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内
ヰ目 談 内 官口々、 日時など 場所など 問い合わせ先

交通事故相談 10月 10日ω/10時~15時 市役所3階会議室 総務財政課交通安全係

(愛握 県) 10月 25日制/10時~15時 市役所3階会議室 624-2111内線323
人 権 相 談 10月 19日 (木V10時~15時 市役所3階会議室

急ぐときは法務局 624-4155 
(法務 省) 10月 16日伺)/ 10時~15時 平公民館

fi 政 相 談
10月 20日働/ 9 時~12時 市役所3階会議室 急ぐときは 624-5072(山本)

(総務庁) 624-4294(辻)

社会保険相談
10月 4 目的/10時~16時

大洲商工会議所
松山西社会保険事務所

10月 19日制/10時~16時 6089-925-5105 

不動産無料相談 10月 15日 (日1)/ 9 時~16時 宅建協会大洲支部 (葡上田喜六不動産 624-4452 

定期税務相談 10月 13日働/10時~15時 大洲商工会議所 大洲税務署 624-3115 

一般相談 毎週月 ・水・金曜日
社会福祉協議会相談室

心配ごと 法律相談 毎週火曜日 社会福祉協議会 623-0313 
相 談 |介護相談 毎週木曜日

(総合福祉センター1階)

電話相談 10時~12時、 13時~16時 (直通)623-5629 

家庭児童相談 毎日の執務時間中 市役所局齢福祉課 624-2111 内線 177

同和問題に関する
毎日の執務時間中

大洲隣保館 624-6100 
何 で も 相 談 大洲福祉会館 625-0947 

青少年相談電話 毎日の執務時間中 青少年センター 624-7830 

ふれ愛スクール相談電話 毎日の執務時間中 国立大洲青年の家 624-1414 

案と圃--.
ιー

談本目

※いずれも無料です。お気軽にご相談ください。

二
十
世
紀
の
大
洲

(
平
成
二
年
三
月
)

「
日
本
朱
子
学
の
父
」
と
称
さ
れ
る
儒
学
者
萎
涜
(
一
五
六
七
1

一
六
一
八
)は
一
五
九
七
年
、
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
侵
略
に
よ
り
、

当
時
の
大
洲
城
主
・
藤
堂
高
虎
の
軍
に
捕
え
ら
れ
、
大
洲
に
連
行

さ
れ
ま
し
た
。
後
に
京
都

・
伏
見
城
へ
と
移
り
、

二
八
O
O年
に

故
国
へ
初
帽
還
を
果
た
す
問
、
近
世
日
本
朱
子
学
の
開
祖
と
な
っ

た
藤
原
憧
寓
ら
と
斐
流
を
重
ね
ま
し
た
。
大
洲
ゆ
か
り
の
中
江
藤

樹
と
と
も
に
儒
学
を
通
じ
て
、
そ
の
後
の
日
本
の
思
想
に
大
き
な

影
響
を
与
え
ま
し
た
。

顕
彰
碑
建
立
は
「
萎
涜
記
念
碑
を
建
て
る
会
」

(辛
墓
秀
代
表
)

を
中
心
と
し
た
関
係
者
の
長
年
の
努
力
が
実
っ
た
も
の
で
、
除
幕

式
に
は
日
韓
両
国
か
ら
百
六
十
人
が
参
加
し
、
こ
れ
を
機
に
時
代

を
超
え
た
文
化
と
こ
こ
ろ
の
受
流
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
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企市民会館西側にある差洗顕彰碑
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大洲市内の交通事故

8月末現在 昨年同期

件数 198 182 

負傷者 281 248 

死者 2 )内州事月九

市民の動き

平成12年8月31日現在

39，196人 (+14) 出生 30人 (-6) 

18，711人 (+2) 死亡 34人 (+ 6) 

20，485人(+12) 

14，460世帯(+12) ( 

人口

男

女

U世帯数

市県民税 3期

国民健康保険税3期
納期は10月31日です

今月の納税は
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